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日本原水協は１月 23、24の両日、都内で全国担当常任理事会をひらき、２月
９、10日にひらかれる第 80回全国理事会の準備と３・１ビキニデー成功にむけ、
今世紀に入って最多の代表派遣を確認しました。 
常任理事会の討論の中から、３・１ビキニデーに向けた特徴的な取り組みを紹介

します。 

土日の３・１へ 各地で青年のとりくみ広がる 
神奈川では、県労連青年部、原爆訴訟支援青年連絡会、民青など３団体共催で２月 11日（月・祝）に東京・

夢の島の第五福竜丸展示館への見学フィールドワークを予定しています。神奈川県原水協では、これらを力に

150人の代表中、70人の青年代表を送ることをめざしています。 
愛知では、県原水協がパンフの分かりやすさを知らせて労働組合に普及を訴えるなかで 200 人を超える代

表団を送る目標を立てています。また、29日を含む青年学生の 3日間ツアーを組む予定です。土日という日
程的条件を最大限に活かし、チラシも活用して代表派遣に取り組んでいます。 
茨城では、すでに 10人の代表が決まっているうち半分は青年。世界大会参加の青年が「焼津に行ってみた

い」と。茨城県原水協では、世界大会に参加した青年に積極的に声をかけています。 
 

 
 
 
 
 

最大の代表送ろうと意思統一 千葉県原水協事務局長・椎葉重盛 

千葉県原水協は１月 17日、定例の常任理事会を開き、08年３・１ビキニデ

ーに最大の代表を送る意思統一をしました。そのために各団体・労組・地域で

１月中に最大の派遣目標を決めること、地域の被爆者の会と相談し、被爆者代

表を３・１ビキニデーに送ること、３・１パンフを活用し、地区・支部・班な

どで無数の学習会を開くこと・全県的なとりくみにするために「１・26千葉県

学習会」を大きく成功させることなどを討論、決定しました。 

千葉民医連が 25 人の代表派遣目標を決めたこと、百冊のパンフを市内の各

団体に持ち込み代表派遣を要請（船橋原水協）、地元で開催される１・26学習

会に沢山の参加者を組織する（千葉市原水協）。すでに３・１に青年を誘って

いることなどが出されました。 

３・１ビキニデーを成功させるために２月 27 日に千葉市内にて千葉県代表

団会議を計画しています。 
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